
 第
十
七
回
平
城
東
公
民
館
ま
つ
り 

 

開
催
は
平
成
二
十
三
年
十
一
月
十
二
日
（
土
）
・
十
三
日

（
日
）
の
二
日
間
。
テ
ー
マ
は
「
ひ
び
け
・
輝
け
・
地
域
と
の
ふ
れ

あ
い
の
中
で
・・・」。 

公
民
館
の
自
主
活
動
グ
ル
ー
プ
の
日
頃
の
学
習
成
果
を
発

表
す
る
場
で
あ
る
と
と
も
に
、
グ
ル
ー
プ
の
み
な
さ
ん
や
地

域
の
方
々
と
の
楽
し
い
ふ
れ
あ
い
の
場
と
な
っ
て
い
ま
す
。
発

表
・
展
示
の
他
に
も
各
種
体
験
コ
ー
ナ
ー
・
料
理
バ
ザ
ー
・
餅

つ
き
・山
野
草
即
売
会
な
ど
各
種
イ
ベ
ン
ト
を
行
い
ま
す
。 

◎
平
城
東
公
民
館
主
催
講
座 

５
０
歳
か
ら
は
じ
め
る 

人
生
デ
ザ
イ
ン 

と 

き 

平
成
二
十
四
年
一
月
二
十
五
日
（水
）～ 

 
 

 
 

 
 

 

午
後
二
時
～
四
時 

 

（全
四
回
） 

と
こ
ろ 

平
城
東
公
民
館 

二
階 

大
会
議
室 

内 

容 

「ら
い
ふ
ノ
ー
ト
」
を
活
用
し
て 

こ
れ
か
ら
の
人
生
を
デ
ザ
イ
ン
。 

費 

用 

千
三
百
円
（資
料
代
） 

対 

象 

市
内
在
住
・在
勤
の
五
〇
歳
以
上
の
人 

締
切
り 

平
成
二
十
四
年
一
月
十
七
日
（火
） 

  

赤
ち
ゃ
ん
と
楽
し
く
遊
ぼ
う
！ 

と 

き 

平
成
二
十
三
年 

十
二
月 

三
日
（金
） 

 
 

 
 

 
 

 

午
前
一
〇
時
～
正
午 

内 

容 

読
み
聞
か
せ
・
手
遊
び
を
通
じ
て
子
ど

も
と
ス
キ
ン
シ
ッ
プ
を
図
る
。 

マ
マ
も
安
心
子
育
て
相
談
室 

と 

き 

平
成
二
十
四
年
一
月
十
三
日
（金
） 

 
 

 
 

 
 

 

午
前
一
〇
時
～
正
午 

内 
容 

事
故
か
ら
の
危
険
回
避
や
怪
我
の
救
急
法 

※
と
も
に
対
象
は
〇
～
二
歳
児
と
保
護
者
と
し
、

一
階
和
室
で
開
催
。 

※
ま
た
午
後
一
時
～
三
時
ま
で
和
室
を
開
放
し
て
い
ま

す
。
昼
食
ス
ペ
ー
ス
、
お
も
ち
ゃ
・
絵
本
有
。 

（詳
細
は
『
奈
良
し
み
ん
だ
よ
り
』
を
ご
覧
く
だ
さ
い
） 

  

◎
奈
良
市
子
育
て
ス
ポ
ッ
ト 

ピ
ッ
コ
ロ 

と 

き 

第
二
・四
木
曜
日 
月
二
回 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

午
後
一
時
～
四
時 

と
こ
ろ 

平
城
東
公
民
館 

一
階 
和
室 

対 

象 

主
に
〇
歳
～
三
歳
の
未
就
園
児
と 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

そ
の
保
護
者 

▼
東
日
本
大
震
災
、
そ
し
て
台
風
十
二
号
、
十
五
号
で

被
災
さ
れ
た
方
々
に
心
よ
り
お
見
舞
い
申
し
上
げ
ま
す

と
と
も
に
、
犠
牲
に
な
ら
れ
た
方
々
の
ご
冥
福
と
被
災

地
の
一
日
も
早
い
復
旧
を
お
祈
り
い
た
し
ま
す
。
▼
節

電
・
電
気
予
報
と
い
う
言
葉
が
こ
の
夏
、
あ
ち
ら
こ
ち

ら
で
聞
か
れ
、
今
ま
で
明
る
か
っ
た
と
こ
ろ
が
少
し
暗

く
な
っ
て
い
た
り
、
エ
ア
コ
ン
の
使
用
を
抑
え
て
い
る

な
と
感
じ
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
多
く
の
方
が
少
し

使
う
時
間
・
明
る
さ
、
温
度
を
意
識
す
る
だ
け
で
、
会

社
に
よ
っ
て
は
前
年
度
比
二
〇
％
も
の
節
電
が
で
き
た

と
か
、
ご
家
庭
で
も
電
気
代
が
大
き
く
下
が
っ
た
と
聞

い
て
お
り
ま
す
。
皆
さ
ん
の
ご
家
庭
や
会
社
で
は
ど
う

で
し
た
か
。
公
民
館
で
も
入
口
や
廊
下
の
照
明
、
各
部

屋
の
エ
ア
コ
ン
の
使
用
を
抑
え
て
い
た
だ
け
た
こ
と

で
、
こ
こ
数
年
に
比
べ
二
十
五
％
程
、
抑
え
る
こ
と
が 

 
 

で
き
、
そ
こ
ま
で
抑
え
る
こ
と
が
で
き
た 

こ
と
に
驚
き
と
、
今
ま
で
の
使
い
方
を
反 

省
し
た
夏
で
し
た
。
で
き
な
い
と
い
う
こ 

と
は
簡
単
な
こ
と
で
す
が
、
一
人
一
人
が 

高
い
意
識
を
持
ち
、
行
動
し
て
い
た
だ
い 

た
こ
と
の
結
果
で
す
。
ご
協
力
あ
り
が
と 

う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
▼
東
日
本
大
震
災
に

お
い
て
、
各
地
の
公
民
館
に
も
多
く
の
方
が
避
難
さ
れ
、

不
自
由
な
生
活
を
さ
れ
て
い
ま
す
。
そ
の
よ
う
な
状
況

の
中
で
も
、
地
域
の
方
々
、
地
域
と
公
民
館
の
繋
が
り

や
絆
が
あ
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
住
民
同
士
だ
け
で
な
く
、

職
員
も
一
体
と
な
っ
た
、
地
域
を
上
げ
て
の
応
援
体
制

や
初
動
の
対
応
の
早
さ
に
違
い
が
あ
っ
た
と
聞
い
て
い

ま
す
。
▼
ひ
び
き
三
十
四
号
で
も
触
れ
ま
し
た
が
、
当

地
域
に
公
民
館
が
生
ま
れ
二
十
二
年
を
迎
え
、
今
後
の

あ
り
方
を
考
え
て
い
く
中
で
、
地
域
と
連
携
協
力
を
図

る
こ
と
の
重
要
性
を
感
じ
て
お
り
ま
す
。
ま
だ
ま
だ
十

分
で
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
自
主
活
動
グ
ル
ー
プ
と
の
公

民
館
ま
つ
り
、
小
学
校
と
の
作
品
交
流
プ
ロ
グ
ラ
ム
、

地
域
教
育
協
議
会
、
そ
し
て
、
七
月
か
ら
始
ま
り
ま
し

た
子
育
て
ス
ポ
ッ
ト
事
業
等
、
様
々
な
形
で
地
域
の

方
々
、
団
体
と
協
力
し
な
が
ら
、
よ
り
よ
い
関
係
を
築

い
て
い
き
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
の
で
、
よ
ろ
し
く

お
願
い
い
た
し
ま
す
。 

（
施
設
長 

福
王 

聖
樹
） 

オ
ー
プ
ニ
ン
グ
セ
レ

モ
ニ
ー
で
は
朱
雀
保
育

園
の
園
児
達
が
お
神

輿
を
担
い
で
登
場
し
ま

す
。 記

念
講
演
で
は
「
奈

良
と
正
岡
子
規
」
と
題

し
、
正
岡
明 

氏
に
講

演
頂
き
ま
す
。 

ま
た
、
第
二
会
場
の

朱
雀
ふ
れ
あ
い
会
館
で

も
各
種
発
表
・
展
示
が

あ
り
ま
す
の
で
、
み
な

さ
ん
の
ご
参
加
を
お

待
ち
し
て
い
ま
す
。

（
詳
細
は
内
面
を
ご
覧

く
だ
さ
い
。
） 

平城山 

※
「
平
城
東
公
民
館
だ
よ
り 

ひ
び
き
」
は
（
約
七
千
部
）
は
自
治
会
等
の
協
力
に
よ
り
、
朱
雀
・
左
京
・
佐
保
台
の
各
地
域
に
全
戸
配
布
さ
せ
て
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。 
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学習発表（2日目）午後 1時～ 

①ならやまハーモニカクラブ 

②奈 na涼 su風 ka（女声コーラス） 

③太極拳健美会 

④コール朱雀（女声コーラス） 

 
 

 

体験コーナー 午前 10 時～正午 
囲碁対局（平城東囲碁クラブ） 

はがき絵（はがき絵の会） 

【第二会場】 
朱雀地域ふれあい会館 

発 表 
12 日（土）午後１時～ 
大正琴教室 
ふれあいコーラス教室 
オカリナアンサンブル 
あかね会（詩吟） 
カラオケ教室 

13 日（日）午後１時～ 
詩吟教室（漢詩紀行・李白の生涯） 

展 示 
木目込み人形教室 
フラワーアレンジメント教室 
活け花教室 
銀粘土教室 
かな書道教室 
ビーズ教室 
手織教室 
子ども俳句教室 
グラウンドゴルフ教室 
山野草教室 

料理バザー・産地直売 
（自活協）きのこご飯、白玉ぜんざい、

産地直送のミカン・りんご、竹輪 

（万青）みたらしだんご 

屋外体験  

12 日 午前 10 時半～ 、13 日 午前 10 時～ 

山野草苔玉・鉢づくり・即売会 
（平城東山野草愛好会） 

豚汁・焼そば・辛味みそ等即売会 
    （アグリロードうたひめ） 

餅つき（男の料理クラブ） 

クラフト（12 日のみ） 
  （ガールスカウト奈良県第５０団） 

 

 

～プレイベント～ 

グラウンドゴルフ交歓会 

受付：午前９時～ 

（開始：午前９時半～） 

会場：平城第二球技場 

（朱雀二丁目） 

参加自由 

指導：ならやまグラウンドゴルフクラブ 

自活協料理バザー 
「喫茶ひびき」  

12 日 午前 10 時半～ 午後 4時 

13 日 午前 10 時 ～ 午後 3時 

～メニュー～ 

カレー、 

かやくご飯、マドレーヌ、 

ごまスティック、コーヒー、紅茶 
 



ひ
び
け
・輝
け
・地
域
と
の
ふ
れ
あ
い
の
中
で
・・
・ 

オープニングセレモニー 午前 10 時～ 

朱雀保育園の園児達によるお神輿 

 

記念講演 午前 10 時半～ 

テーマ：「 奈良と正岡子規 」 

講 師：正岡 明 氏 （正岡子規の子孫） 

 

作品展示 （両日） 

えのぐ箱（絵画） 
東彩会（絵画） 

楽しい水彩画クラブ（水彩画） 

はがき絵の会（はがき絵） 
フランス刺繍ばらの会（刺繍） 

平城東山野草愛好会（山野草） 

書道クラブ木洋会（書道） 
書洋会（書道） 

書道くれなゐ（書道） 

ガールスカウト奈良県第 50 団（活動報告） 

 

学習発表（１日目） 

午後 1時～ 

①平城東詩吟クラブ 

②津軽三味線うたしの会 

③フォークダンスすずらん 

 

骨子： 

子規は日清戦争の従軍記者として中国に渡り、病を得た後、奈良に立ち寄り

「柿食へば 鐘が鳴るなり 法隆寺」の代表作をのこしました。その前後の

経緯を「坂の上の雲」を背景に語り、病臥の身でありながら、どこまでも明

るく生き抜いた子規の生き様に迫ります。 
 
プロフィール 
正岡子規研究所主宰・大阪成蹊短期大学非常勤講師 
正岡庭園設計代表・樹木医 



 

地
域
に
ひ
び
け
♪ 

朱
雀
地
域 

平
城
第
二
公
園
グ
ラ
ウ
ン
ド
で
行
わ
れ
た
第

三
十
一
回
の
夏
祭
り
は
雨
の
た
め
八
月
二
十
日

の
一
日
に
な
り
ま
し
た
が
、
大
勢
の
方
々
の
熱
気

で
あ
ふ
れ
、
子
ど
も
た
ち
に
と
っ
て
も
楽
し
い
思
い

出
と
な
っ
た
こ
と
で
し
ょ
う
。
ま
た
最
近
、
こ
の
公

園
で
朝
早
く
清
掃
す
る
方
々
の
姿
を
見
受
け
ま

す
。
朱
雀
地
域
の
す
べ
て
の
公
園
が
美
し
い
憩
い
の

場
に
な
る
よ
う
に
ご
協
力
お
願
い
し
ま
す
。 

 

左
京
地
域 

八
月
二
十
七
日
（
土
）
仲
川
市
長
も
お
見
え
に

な
り
、
第
四
回
「
左
京
夏
祭
り
」
が
開
催
さ
れ
ま

し
た
。
開
始
直
前
か
ら
雨
に
な
り
（
平
城
東
中
学

校
ブ
ラ
ス
バ
ン
ド
は
中
止
）
ど
う
な
る
こ
と
か
と
心

配
で
し
た
が
、
子
ど
も
神
輿
の
頃
に
は
上
が
り
、

ち
ょ
う
ど
良
い
お
湿
り
と
な
っ
て
埃
も
立
た
ず
最

高
の
人
出
と
な
り
ま
し
た
。
地
域
の
方
々
、
実
行

委
員
会
の
皆
さ
ん
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。 

 

佐
保
台
地
域 

『
ふ
る
里
ま
ち
づ
く
り
』
の
一
つ
と
し
て
第
一
回

佐
保
台
夏
祭
り
が
佐
保
台
小
学
校
運
動
場
に
て

お
こ
な
わ
れ
ま
し
た
。
夏
休
み
と
あ
っ
て
た
く
さ

ん
の
子
ど
も
達
が
子
ど
も
神
輿
を
担
ぎ
参
加
し

て
く
れ
ま
し
た
。
模
擬
店
、
盆
踊
り
な
ど
の
ひ
と

時
で
、
子
ど
も
た
ち
に
ふ
る
里
の
楽
し
い
思
い
出

を
、
ま
た
地
域
の
皆
様
に
は
そ
れ
ぞ
れ
の
ふ
る
里

を
思
い
出
さ
れ
た
こ
と
で
し
ょ
う
。 

な
ら
や
ま
グ
ラ
ウ
ン
ド
・ゴ
ル
フ
・ク
ラ
ブ 

当
ク
ラ
ブ
は
、
現
在
会
員
数
百
五
人
。
奈
良

市 
 

 

協
会
北
支
部
と
し
て
登
録
。
奈
良
市

体
協
加
盟
団
体
と
し
て
各
種
体
協
行
事
に
も

参
加
。
練
習
日
は
原
則
金
曜
日
午
前
中
。
平

城
第
二
球
技
場
に
て
実
施
。
体
験
希
望
は
練

習
日
に
随
時
受
付
。 

 

サ
ー
ク
ル
高
の
原 

心
身
の
安
定
と
全
身
の
バ
ラ
ン
ス
調
整
を
ね

ら
い
と
し
た
日
本
式
氣
功
養
成
術
で
、
三
種

類
の
体
操
を
し
ま
す
。
力
を
抜
い
て
身
体
を
伸

ば
す
動
作
が
多
く
、
体
操
後
は
気
分
爽
快
で

す
。
自
然
治
癒
力
を
高
め
、
元
気
で
長
生
き

を
目
指
し
ま
す
。 

  
 

ア
グ
リ
ー
ロ
ー
ド
う
た
ひ
め 

野
菜
作
り
の
会
で
す
。
草
に
追
わ
れ
虫
に
泣
か

さ
れ
な
が
ら
も
メ
ン
バ
ー
は
楽
し
ん
で
い
ま
す
。

た
め
て
あ
る
腐
葉
土
に
か
ぶ
と
虫
の
幼
虫
が
い

て
公
民
館
ま
つ
り
で
さ
し
上
げ
ま
し
た
。
成
虫

に
な
っ
た
と
の
嬉
し
い
便
り
も
あ
り
ま
し
た
。 

 

平
城
東
山
野
草
愛
好
会 

平
城
東
山
野
草
愛
好
会
は
花
を
愛
し
、
自

然
を
愛
す
る
者
の
集
ま
り
で
す
。
毎
月
第
一

日
曜
日
が
例
会
で
春
と
秋
に
野
草
の
自
生
地

見
学
の
ハ
イ
キ
ン
グ
や
年
一
回
の
一
泊
旅
行
と

楽
し
い
行
事
が
盛
り
沢
山
で
す
。
皆
様
の
参
加

を
お
待
ち
し
ま
す
。 

編
集
後
記 

平
城
東
公
民
館
祭
り
が
始
ま
り
ま
～
す
！ 

公
民
館
ま
つ
り
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
掲
載
し
ま
し
た

の
で
、
み
な
さ
ん
お
誘
い
合
わ
せ
の
上
、
お
越
し
く

だ
さ
い
。  

 
 

 
 

 
 

 
 

 

（自
活
協
Ｓ
・Ｋ
） 

自主活動グループ紹介 

自
活
協
よ
り
平
城
東
公
民
館 

大
会
議
室
に 

姿
見
鏡
を
寄
贈 

七
月
二
十
八

日
に
平
城
東
公

民
館
の
大
会
議

室
に
姿
見
鏡
が

設
置
さ
れ
、
九
月

二
十
八
日
の
自

活
協
代
表
者
会

議
に
て
贈
呈
式
が

行
わ
れ
ま
し
た
。 

作
品
展
示
の
お
願
い 

 

・平
城
東
公
民
館
（
階
段
・
い
こ
い
・
一
階
廊
下 

他
） 

・朱
雀
小
学
校
（ギ
ャ
ラ
リ
ー
す
ざ
く
） 

・左
京
小
学
校
（夢
ふ
れ
あ
い
ル
ー
ム
） 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

作
品
展
示
を
お
願
い
し
ま
す
。 

「ひ
び
き
」ち
ょ
こ
っ
と
ニ
ュ
ー
ス 

 

G 
G 
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